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6月定例会は、6月14日から7月1日までの18日間にわたって開かれ、
補正予算、条例案や人事案件など市長提出案件16件、議員提出議案7件
についての審議などを行いました。
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6 月定例会の日程
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本会議において、市長より提案説明

本会議において、個人質疑（→詳細は、２・３面）

文化庁に提出していた名古屋城の現天守閣の解体に係る現状変更許可申
請に関し、「引き続き第三専門調査会において審議する必要があるため、本
日の文化審議会において議題とならなかった」ことが明らかとなる

経済水道委員会において、「令和元年度名古屋市名古屋城天守閣特別会計
補正予算（第1号）」について審査
右記の指摘・意見を踏まえ、6月26日の経済水道委員会において、観光文
化交流局より議案を取り下げたいとの意向が示される

市長より、議長に対し、両議案の撤回の申し出

本会議において、市長より以下の撤回理由説明があり、両議案の撤回を全
会一致により承諾

●名古屋城天守閣木造復元の木材保管庫設置工事に関する補正予算である「令和元年度名古屋
市名古屋城天守閣特別会計補正予算（第1号）」及び「令和元年度名古屋市公債特別会計補正予
算（第1号）」については、市長より撤回の申し出があり、いずれも全会一致により承諾しました。

複数年度にわたる契約の締結などにより、翌年度以降に債務を負う内容を
あらかじめ予算で定めておくものです。

名古屋城天守閣木造復元の柱、梁、土台に使用する、主要な構造部材となる木材な
どを保管・加工するための施設を、特別史跡外（名古屋城北側名城公園南遊園）に設
置するため、400万円の予算を計上するとともに、工事が2カ年にわたるため3億
1,300万円の債務負担行為を設定するものです。

文化庁に提出していた名古屋城の現天守閣の解体に係る現状変更許可申
請に関し、「引き続き第三専門調査会において審議する必要があるため、本
日の文化審議会において議題とならなかった」ことが明らかとなる

経済水道委員会において、「令和元年度名古屋市名古屋城天守閣特別会計

右記の指摘・意見を踏まえ、6月26日の経済水道委員会において、観光文

本会議において、市長より以下の撤回理由説明があり、両議案の撤回を全

〈 経済水道委員会における主な指摘・意見 〉
●木造復元に係る現状変更許可の見通しが立ってから、木材の調達やその保
管庫の設置は進めていくべき

●木材の保管については、本当に希少なものを厳選し、それ以外はいったん売
却するなど保管料を低減させる方法も考えるべき

●工期優先ではなく、特別史跡の本質的な価値を持つ石垣の保全を優先して
行うべき

●現天守閣の解体先行によって、天守閣のない状態が何年も続く事態も考え
られるため、原点に返って、解体と復元の許可申請を同時に進めていくべき
●現天守閣の解体先行は、天守閣のない状態が続く恐れがあることを市民に
知らせ、アンケートで民意をとってほしい

●木造復元のめども立たない中、市民の憩いの場である名城公園内に保管庫
を据え置くことに市民の理解が得られるのか

●現状を踏まえ、再考が必要と市長に申し入れてほしい　など

6月14日
6月19日

6月26日

7月1日

6月21日

6月24日
及び26日

補正予算の撤回を承諾  ～名古屋城天守閣木造復元の木材保管庫設置工事～

撤回の承諾に至るまでの経緯

7月1日の本会議における市長の撤回理由説明

議案の概要

債務負担行為とは？

名古屋城の現天守閣の解体に係る現状変更許可申請につきまして、去る6月21日の文化審議会文化財分科会に
おいて許可の答申が得られず、第三専門調査会で継続審議となっているところでございます。
文化庁からは、できるだけ速やかに結論を得たい旨の発言もいただいており、臨時の第三専門調査会の開催につ
いても日程調整を行っていただいていると伺っております。
また、今定例会における経済水道委員会での議論を重く受け止めまして、今後、竹中工務店、文化庁、地元の有識
者と協議を進め、改めて再度、提案してまいりたいと考えているところでございますので、いったん延期をさせてい
ただく趣旨で、名古屋城天守閣特別会計補正予算を取り下げさせていただきたいと存じます。
併せて、名古屋城天守閣特別会計補正予算の財源として所要の起債額を計上しておりますことから、公債特別会
計補正予算を取り下げさせていただきたいと存じます。

第三専門調査会とは？
国史跡における現状変更許可申請につい

ては、文化審議会文化財分科会において審
議されますが、その中でも詳しく審議する必
要のあるものについては、文化審議会文化財
分科会の下に設けられる第三専門調査会で
審議されます。　
名古屋城の現天守閣解体に係る現状変更
許可申請は、この第三専門調査会に諮られて
います。(7月1日時点)

現在の名古屋城天守閣

議案の撤回には、どんな手続きが必要なの？

議題となった議案を撤回しようとするときは、
名古屋市会会議規則第15条の規定により、市会
の承諾を必要としています。

Q.

A.

議案の撤回は、よくあることなの？Q.

A. 市長から提出された議案の撤回は、河村市長就任以降、
平成21年度に2回、平成22年度に1回の計3回ありました。
しかしながら、いずれも条例案などで、今回のような予算
の撤回は初めてのことです。

議会の活動議会の活動

な 市会だよりごやなごごやごやごやごやご広報
令和元年（2019年）9月 第167号

名古屋市会の議場は全国でも珍しい円形になっており、円滑な議会運営を目指し、議席を円形にしたと言われています。▶
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個人質疑から個人質疑から

議案外質問から議案外質問から

6月19日の本会議では、2人の議員が名古屋城天守閣木造復元の木材保管
庫設置工事に関する補正予算（→詳細は、１面）について個人質疑を行い、市
長はじめ市当局の考えをただしました。
主な質問・答弁の概要は次のとおりです。(発言順に記載してあります。)

６月19日から21日の本会議では、24人の議員が市政全般に対する議案
外質問を行い、市長はじめ市当局の考えをただしました。
主な質問・答弁の概要は次のとおりです。(発言順に記載してあります。)

◀本会議中継

本会議での質疑や質問の様子は、名古屋市ウェブサイト
(市会情報)から録画中継を視聴できます。ぜひご視聴ください。

自 民…自由民主党名古屋市会議員団
民 主…名古屋民主市会議員団
減 税…減税日本ナゴヤ
公 明…公明党名古屋市会議員団
共 産…日本共産党名古屋市会議員団

〈会派の略称説明〉

名古屋駅～ささしまライブ２４地区間の歩道の様子 交差点の防護柵

大江川 名古屋市美術館

名古屋城正門前の市バス停留所

市長が地下公共空間の整備を判断するに当たっ
て課題としている周辺のにぎわい創出などは、住宅都
市局において解決に向けて進んでいることから、歩行
者などが危険な状態を改善するためにも、地下公共空
間の整備について速やかな判断をするべきでは。

地下通路をささしまライブまで伸ばすことができ
て、周辺のにぎわいのまちづくりと一体にやるなら、整
備してもいい。地下通路の整備は時間がかかるので、歩
道は早く拡充しないといけない。（河村市長）

質  問

答  弁

大津市の事故を受け、事故が比較的多い交差点
の緊急点検により、対策が必要となった３５カ所の交差
点についての対策内容とその実施時期は。また、その他
の交差点も点検や改善が必要では。

３５カ所の交差点については、地下埋設物の調査
や関係機関との調整などを進めており、準備が整い次
第、早急に防護柵等の設置工事に着手したい。その他の
交差点も、順次調査し、必要な箇所については、その対
策を進めるよう考えている。（緑政土木局長）

質  問

答  弁

名古屋市議会議員一般選挙の投票率が過去最
低だったことを受け、今後、期日前投票所の増設を図る
ため、投票所間で投票済みの情報を共有し、二重投票を
防止することができる無線通信を導入しては。

無線通信は、施設ごとに回線を引き込む工事が
不要となる効果がある。導入に関しては、セキュリティー
の確保などの課題を整理するとともに、その課題の解
決に向けて他都市の事例も踏まえながら検討を進めて
いきたい。（選挙管理委員会委員長）

質  問

答  弁

高齢者の生活を支援し社会参加を促進するため、
身体障害者手帳所持者に対する補聴器の支給だけで
なく、加齢により耳が遠くなり、日常生活に支障のある
中等度の難聴者に対しても補聴器購入の助成をしては。

難聴を含め、老化に伴う身体機能の低下に対応し
た社会生活上の支援を行うことについては、実施による
効果を見極めながら検討する必要があると認識してお
り、まずは、国の研究の動向を注視していく。（健康福祉
局長）

質  問

答  弁

文化庁から現天守閣解体の現状変更許可が認
められなかった場合は、工事期間の圧縮や完成時期
を２０２２年から２０２６年に変えるような安直なことを言
うのではなく、一度立ち止まるべきではないか。

文化庁の指示の下、オール名古屋市役所でベス
トを尽くし、丁寧な上にも丁寧な対応をしてきた。必ず
や市民の皆さんの夢が叶うだろうという、もうちょっと
のところまできたので、今は文化庁からのグッドニュー
スを待っている。（河村市長）

質  問

答  弁

本市は、文化庁から解体許可を受け、６月定例会
で現天守閣解体予算を成立させることで、２０２２年の
完成に間に合うと言ってきた。６月定例会中にその予算
が成立しない場合は、損害を最小限にとどめるために
も、竹中工務店との基本協定書は破棄し、損害賠償手
続きも含めて話し合いを進めるべきでは。

基本協定書を破棄することは、全く考えていな
い。２０２２年１２月の完成は議会と約束しており、精いっ
ぱいできるように努力している。（河村市長）

質  問

答  弁

松葉公園は、野球場やテニスコートなどを備えた
利用者の多い公園であるため、その一角で倉庫や資材
置き場となっている旧公園分所を整理し、市民の駐車
場を増やしてほしいという要望に応えるべきでは。

公園の一部を倉庫などに利用していることは、利
用者にとって有効活用されているとは言えないため、旧
公園分所やその周辺は、できるだけ速やかに地域の声
を受けた整備を行うなど、地域の方が満足して利用で
きる公園となるよう努めていく。（緑政土木局長）

質  問

答  弁

名古屋城の正門にある市バスの停留所は、白い
パイプとテント張りで風情がないため、名古屋の観光の
シンボルである名古屋城の正門にふさわしいデザイン
にかえるべきでは。

名古屋を訪れる観光客の増加が予想される状況
では、景観の観点から非常に重要なことであると認識し
ており、今後、名古屋城正門前の市バスの停留所が名
古屋城の雰囲気にふさわしい停留所となるよう、交通局
と協議していきたい。（観光文化交流局長）

質  問

答  弁

国連が定めた持続可能な開発目標であるＳＤＧｓ
達成に向けて、ＳＤＧｓ活動を市民や事業者と協働で企
画するような連携体制の構築が必要では。

今年度、産学官にまたがる多様な主体による「な
ごや環境大学ＳＤＧｓ未来創造クラブ」を立ち上げ、企業
経営への浸透を図る事業や子ども向けの事業を予定し
ている。ＳＤＧｓへの理解を深め、達成に向けた行動を起
こす契機としてもらえるよう、市民、事業者と協働で事
業を推進していく。（環境局長）

質  問

答  弁

高齢者が運転免許を自主返納した後の移動手段
の確保や、市内周辺部において近くに公共交通機関の
ない地域の解消に向け、超高齢社会に対応した市バス
路線のあり方を考えるべきでは。

道路の整備状況などを踏まえ、名古屋市交通問
題調査会の答申に沿った市バス路線の整備に努めてい
きたい。公共交通をめぐる社会情勢の変化に市バスの
みで対応することは限界があるため、今後、市全体で議
論をする必要があると考えている。（交通局長）

質  問

答  弁

運動会を春に開催する小学校が増える中、１年生
がまだ学校生活に慣れていないことや熱中症のリスク
を踏まえ、運動会について気温上昇による中止・延期、
途中中止などの明確な数値基準を設けるべきでは。

熱中症事故の予防については、毎年各学校に対
し、日本スポーツ協会の熱中症予防運動指針などを参
考とするよう通知している。運動会の中止などについて
も、これらの情報と児童の健康を勘案し、各学校で判断
するべきものと考えている。（教育長）

質  問

答  弁

利用期間を産後６カ月までとしている現在の制
度では、子どもが出生後一定期間の入院をした場合、退
院後にサポートを受けられる期間が短くなってしまうた
め、利用条件を退院後にするなどの条件変更に加え、全
体的な期間の延長が必要では。

入院期間が長くなり、希望しても利用できない
ケースがある。子育て家庭の実情に合わせて利用でき
る制度となるよう、運用について前向きに検討していき
たい。（子ども青少年局長）

質  問

答  弁

子ども会の減少に歯止めをかけるため、保護者
の負担となっている助成金申請の手続きをより簡素化
しては。また、特色ある地域の取り組みやアイデアを、
全市に定期的に提供していく取り組みを始めては。

助成金申請手続きのさらなる簡素化は、申請書
の様式を電子データにて作成できるようにするなど、検
討を進めていきたい。また、子ども会活動の情報の提供
は、ホームページを活用するなど、効果的な方策を検討
していきたい。（子ども青少年局長）

質  問

答  弁

外国人市民が増加傾向にある中、外国人市民を
受け入れる側の名古屋市民に対し、外国人市民の地域
への参画促進をどのように働きかけていくのか。

毎年８月を名古屋市多文化共生推進月間と定め、
講演会や啓発ポスターなどに加え、関係局区にもイベ
ントなどの実施を働きかけている。今後も多文化共生に
関する啓発に着実に取り組み、外国人市民の地域への
参画が進むよう、関係局区と連携して多文化共生都市
の実現を図っていきたい。（観光文化交流局長）

質  問

答  弁

大江川の埋め立てに用いる土砂は、安心安全な
ものでなければならず、土砂基準のあり方も含めしっか
り地域住民に説明をする必要があると考えるが、どのよ
うな姿勢で取り組むのか。

埋め立て土砂の受け入れ基準などについて、本
年度実施する予備設計の中で、関係法令を遵守しつつ
慎重に検討していく。その結果も含め、本事業について
周辺地域の皆さまに安心してもらえるよう、丁寧で分か
りやすい説明を行っていく。（緑政土木局長）

質  問

答  弁

食物アレルギーのある児童が友達と同じ給食を
安心して食べられるよう、本市の特徴的な、あらかじめ
アレルゲンを除去した食材の開発をさらに進めるとと
もに、その取り組みを市民や全国に発信しては。

アレルギー物質を除去した食材については、食材
を調達している名古屋市教育スポーツ協会と食材メー
カーの協力を得ながら、引き続き開発に取り組んでいく。
また、その取り組みは、本市公式ウェブサイトなどを通
じて積極的に発信していきたい。（教育長）

質  問

答  弁

横浜市における高級ホテルの立地促進制度や本
市の産業立地促進補助金制度を参考に、高級ホテル誘
致に１０億円程度の補助制度を創設し、容積率のさらな
る緩和を併せた方針をいち早く打ち出すべきでは。

１０億円規模の補助金を念頭に、県と協調しなが
ら検討を進めていきたい。また、容積率についてもさら
に上積みするなど、高級ホテル誘致施策の方針を今年
度の早い時期に表明し、事業者の進出意欲を後押しで
きるよう努めていきたい。（観光文化交流局長）

質  問

答  弁

ひとり親家庭になった時の不安を取り除き、経済
的な自立を支援するため、安定した職業に就くための
技術を学ぶ就業支援講習会を、離婚前の方も受講でき
るように、受講対象者の要件を緩和しては。

現在、ひとり親家庭を対象として実施している就
業支援講習会に関して、関係機関や就業支援講習会の
利用者などの意見も聞きながら、離婚に向け手続き中
の方も受講できるようにするなどの検討を行っていき
たい。（子ども青少年局長）

質  問

答  弁

性的少数者に対する社会的な理解を広めるため
にも、まずは職員が率先垂範して理解を深めるための
職員向けハンドブックを作成するべきでは。

昨年度実施した市民意識調査において、市民の
方々の性的少数者への理解を深める必要性があると認
識したところであり、まずは市民の皆さまと接して職務
を行う本市職員が正しく理解を深めるため、関係局と調
整しながら、職員用ハンドブックの作成に向けて取り組
んでいきたい。（総務局長）

質  問

答  弁

双子や三つ子などの多胎児を持つ家庭は、特に
外出時の負担が大きいことから、まずは、行政主体で行
う乳幼児健康診査に付き添い、サポートするヘルパー
を派遣するなどの支援が必要では。

多胎児の場合には、サポートしてくれる人がおら
ず受診をためらう場合も考えられるため、多胎児の育児
を行っている家庭が健診に行く際のサポートについて、
他都市の先行事例などを踏まえつつ、具体的に検討を
進めていきたい。（子ども青少年局長）

質  問

答  弁

今後も増加が予想される外国人観光客や市民・
利用者へのサービス向上のため、二次元コード決済に
よる市営交通機関の乗車を可能にしていくべきでは。

乗車券販売などのキャッシュレス化の方策につい
ては、技術開発の状況や利便性、導入コストなどを見極
めていく必要があり、多くの外国人観光客が本市を訪
れることとなる２０２６年の第２０回アジア競技大会まで
の導入を念頭に、さらなるキャッシュレス化に向けて検
討していきたい。（交通局長）

質  問

答  弁

保育所等の利用申し込みの書類様式やホーム
ページの父、母の表現は、父母がそろっている家庭を前
提としていると受け取れるため、保護者という呼称にす
るなど、家族の多様性に配慮が必要では。

書類様式やホームページにおける父、母の表現
は、さまざまな家族形態への配慮の視点も踏まえ、直接
保護者からの相談に対応している区役所などの現場の
声も聞きながら検討し、可能なところから速やかに改定
していきたい。（子ども青少年局長）

質  問

答  弁

名古屋市美術館は、藤田嗣治の素晴らしい作品
が寄贈され、ランス市と美術館同士の交流があるなど
関係も深い。このような利点を十分に生かし、日本一の
規模や内容を兼ね備えた美術館を目指すべきでは。

藤田嗣治の絵画のプレゼントをきっかけに、味の
ある、楽しみがある美術館にしないといけない。いろい
ろなことをやって、みんなが美術館や科学館もある白川
公園で、美術や音楽などを楽しんでいくというところを
つくりたい。（河村市長）

質  問

答  弁

残骨灰から有価物を抽出して売却し、市の収入と
していることを周知するべきでは。また、処理業者に
よって抽出有価物や売却金額に違いがあることを踏ま
えた今後の処理業者の選定方法に対する見解は。

残骨灰の処理方法について、しっかりと市民に周
知できるよう早急に検討していきたい。また、有価物の
抽出技術や数量などを勘案した処理業者の選定方法に
ついて、他都市の状況も踏まえながら、具体的に検討し
ていきたい。（健康福祉局長）

質  問

答  弁

市営地下鉄に設置され、無料でシェアリングでき
る友愛の傘がほとんど返却されていない現状や、捨て
られるビニール傘を減らす観点から、本市として有料の
傘のシェアリングを検討しては。

市営地下鉄における有料の傘のシェアリングは、
他都市で事業を始めたばかりであるので、今後の実施
状況などを注視していきたい。ごみ削減の観点につい
ては、昨今の民間サービスの動向の情報収集に努めて
いきたい。（交通局長、環境局長）

質  問

答  弁

保育所の園内で紙おむつを処分する自治体が急
速に増える中、保護者や保育士の負担と感染リスクの
軽減のためにも、紙おむつの園内処分に当たっての課
題について、今後どのように対応していくのか。

公立保育所での処分の導入に向けて、各園で保
管容器の設置場所の確保ができるか個別調査を行うと
ともに、処分する紙おむつの回収頻度やにおい対策、保
管容器の購入費や処分費用のコストなど、早急に具体
的な検討を進めていきたい。（子ども青少年局長）

質  問

答  弁

6月19日(水曜日)

6月20日(木曜日)

6月21日(金曜日)

斉藤たかお 議員（自民）
名古屋駅周辺地下公共空間の整備と周辺のまちづくり

吉岡正修 議員（公明）
危険な交差点への防護柵等の早急な設置対応

うえぞの晋介 議員（民主）
期日前投票所の拡充に向けた新たな取り組み

さいとう愛子 議員（共産）
加齢性難聴に係る補聴器購入の公的助成の創設

浅井正仁 議員（自民）
名古屋城天守閣特別会計補正予算及び公債特別会計補正予算

江上博之 議員（共産）
名古屋城天守閣特別会計補正予算 久野美穂 議員（民主）

市有財産である松葉公園の有効活用
前田えみ子 議員（減税）

名古屋城前にふさわしいバス停の整備

久田邦博 議員（民主）
ＳＤＧｓ達成に向けての本市の取り組み

吉田茂 議員（自民）
超高齢社会における市バスのあり方

中川あつし 議員（減税）
市立小学校の運動会における熱中症対策

赤松てつじ 議員（民主）
産前・産後ヘルプ事業の利用条件の見直し

さかい大輔 議員（公明）
子ども会への支援の取り組み

豊田薫 議員（減税）
外国人市民の地域への参画促進

江上博之 議員(共産)
大江川埋め立てにおける土砂基準と住民説明

田辺雄一 議員（公明）
より安全な食物アレルギー対応給食の推進と周知

松井よしのり 議員（自民）
高級ホテル誘致に係る立地促進策

河本ゆうこ 議員（減税）
ひとり親家庭への就業支援事業

木下優 議員（公明）
性的少数者への理解を深めるための取り組み

日比美咲 議員（民主）
多胎児家庭への子育て支援

浅野有 議員（自民）
市営交通のキャッシュレス化

沢田ひとみ 議員（減税）
保育所等の利用申し込み

おくむら文悟 議員（民主）
ランス美術館との交流及び美術文化の環境整備

佐藤ゆうこ 議員（減税）
斎場における残骨灰の取り扱い

鈴木孝之 議員（減税)
傘のシェアリング

服部しんのすけ 議員（自民）
紙おむつの園内処分
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※名古屋市会では、平成23年度から、市会だよりの
毎月発行化に向け､予算要求をしていますが、残
念ながら､河村市長から『回数をふやすことは､必
要性､費用対効果の面で疑問がある』として､毎月
発行化は認められていません。よって、今年度も現
時点では年７回の発行を予定しています。

市長提出案件（16件） ■名古屋市議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正について、賛否と結
果は下記の表のとおりです。

O…賛 成　  ×…反 対　  欠…欠 席
議 長…議長のため議決に参加できない

６月定例会 提出案件の賛否

■以下の16件については、いずれも全会一致により原案どおり可決（人事案件については同意、
または異議なき旨の答申議決）しました。

《補正予算》
●令和元年度一般会計補正予算(第2号)など補正予算４件

日本パラリンピック委員会から開催要請を受けている、2026
年のアジアパラ競技大会の開催について検討するための経費な
どを計上するものです。

《条例案》
●市税条例等の一部改正　　

地方税法の一部改正などに伴い、個人市民税・軽自動車税など
の規定を整備するものです。

●介護保険条例の一部改正　
介護保険法施行令の一部改正に伴い、低所得者の保険料軽減に関する規定の整備などを行うものです。

●建築基準法施行条例の一部改正　
建築基準法の一部改正に伴い、手数料の額の改定をするものです。

●火災予防条例の一部改正　
住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部改正に伴い、規定

を整備するものです。
●子ども・子育て支援法施行条例及び特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正
国の幼児教育・保育の無償化の方針を受け、本市として国の方針などに対応するため、利用者負担額を無

償とするなどの規定の整備を行うものです。
●市立学校の授業料等に関する条例の一部改正

国の幼児教育・保育の無償化の方針を受け、本市として国の方針などに対応するため、幼稚園の授業料に
ついて、規定を整備するものです。

●消防関係事務手数料条例の一部改正　
地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、規定を整理するものです。

《一般案件》 《人事案件》
●訴訟上の和解 ●人事委員会の委員選任 ●人権擁護委員の推薦
●損害賠償の額の決定 ●固定資産評価審査委員会の委員選任

議員提出議案（７件）
■以下の6件については、いずれも全会一致により原案どおり可決しました。
●災害関連義援金の差し押さえ等を禁止する恒久法の制定を求める意見書

災害関連義援金が被災者の生活再建に確実に役立てられるよう、災害関連義援金の差し押さえ等を禁止
する恒久法を早期に制定するよう強く要望するものです。

●介護・障害福祉従事者の処遇及び労働環境の改善を求める意見書
介護・障害福祉従事者の賃金について、抜本的な引き上げを実施し、処遇を改善することなどを強く要望す

るものです。
●給付型奨学金制度に関する意見書

意欲と能力のある若者が家庭の経済状況にかかわらず大学等に進学できる環境整備のため、給付型奨学
金の給付対象及び給付額を拡充するよう強く要望するものです。

●児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
しつけによる体罰は要らないという認識を社会全体で共有できるよう周知啓発に努めるとともに、民法上
の懲戒権や子どもの権利擁護のあり方についても速やかに結論を出すことなどを強く要望するものです。

●「労働者協同組合法（仮称）」の早期制定を求める意見書
出資と労働が一体となった組織であって、地域に貢献し、地域課題を解決するための非営利法人である労

働者協同組合（仮称）の設立を可能とするため、「労働者協同組合法（仮称）」を早期に制定することなどを強く
要望するものです。

●子ども医療費助成制度の拡充等を求める意見書
子ども医療費助成制度に係る国民健康保険の国庫負担における減額調整措置は全て廃止することなどを

強く要望するものです。
☞意見書の全文は、名古屋市ウェブサイト（市会情報）でご覧いただけます。

■「名古屋市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」
（減税日本ナゴヤ提案）は、賛成少数により否決しました。
○議員報酬（制度値）を年額800万円とするものです。
○本件については、本会議において個人質疑（田口一登議員〔共産〕）を行った後、総務環境委員会において慎重
に審査を進めたところ、自由民主党、名古屋民主、公明党、日本共産党から反対であるとの意見表明がなされ、
7月1日の本会議において、採決を行った結果、賛成少数により否決しました。

市会だより点字版、音声版のご案内　

▲２０１８アジアパラ競技大会（ジャカルタ）の競技の様子

目の不自由な方のため、点字版と市会だよりの内容を録音した3種類の音声版を
発行しています。
ご希望の方がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

【種　類】　●点字版　●テープ版　●デイジー版　●音楽CD版
【連絡先】　市会事務局調査課　☎972-2094

点字版

テープ版

デイジー版 音楽CD版

伊 神 邦 彦
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渡 辺 義 郎
浅 野 　 有
斉 藤 た か お
小 出 昭 司
中 田 ち づ こ
西 川 ひ さ し
ふ じ た 和 秀
服部しんのすけ
岡 本 善 博
浅 井 正 仁
吉 田 　 茂
横 井 利 明
藤 沢 た だ ま さ
松 井 よ し の り
北 野 よ し は る
中 里 高 之
岩 本 た か ひ ろ
丹 羽 ひ ろ し
成 田 た か ゆ き
斎 藤 ま こ と
山 田 昌 弘
服 部 将 也
う え ぞ の 晋 介
う か い 春 美
塚 本 つ よ し
お く む ら 文 悟
久 田 邦 博
森 と も お
久 野 美 穂
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さ か い 大 輔
金 庭 宜 雄
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三 輪 芳 裕
岡 田 ゆ き 子
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広報なごや 市会だより

広報なごや市会だよりは、古紙パルプを含む再生紙を使用しています。名古屋市ウェブサイト（市会情報） http://www.city.nagoya.jp/shikai/ 

（4） 令和元年9月第167号


